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説明の概要

• 電子図書館「Quilt」の試み

• 新システム「聖路加リポジトリ」と目標

• 学内の研究成果に関する４つの問題点

• 「聖路加リポジトリ」による解決

• 目標達成への４ステップ



聖路加看護大学の研究成果を
共有できる電子図書館を作ります。



聖路加看護大学の研究成果が

公開され、無料で入手できるサイトです。

「聖路加看護大学
研究成果リポジトリ」といいます。



電子図書館「Quilt」の試み



電子図書館Quiltでは

• 学位論文（修士・博士）の抄録と参考文献

• 紀要、学会誌の全文

を公開していました。

サーバ老朽化のため

サービスを見直すことに



7月～新しいシステムに



聖路加看護大学
研究成果リポジトリ



「聖路加リポジトリ」の目標

1. 聖路加の研究成果が一覧できる。

2. 学内の研究成果なら全文が見られる。

3. インターネットから簡単に研究成果が探せ
る。

4. 研究成果を永続的に保存できる。



具体的に「研究成果」とは？

具体的に集めて、公開するものは、

• 投稿済み論文

• 博士論文の全文

• COEの成果物

（看護ネットのコンテンツ

患者さん向けパンフレット等）

→出版されていないもの



「聖路加リポジトリ」に
研究成果を集めて公開すると

４つの研究成果に関する問題点が解
決されます。



学内の研究成果に関する
４つの問題点

• 問題点１

学内の研究成果を一覧できない。

• 問題点２

自分の論文なのに学内で見られない。

• 問題点３

気軽に研究成果を公開できない。

• 問題点４

出版していない研究成果が持ちきれない。



問題点１
学内の研究成果を一覧できない。

例えば
大学の公開講座の講師を探しているのだけど、
学内でどんな研究をしているのか探しにくい。

• 年報に業績集はあるけど。。
• 年に1回の発行
• 各年の業績しかみられない。
• 全文はそれぞれ個別に探す必要がある



問題点２
自分の論文なのに学内で見られない。

こんなことがありました

外国雑誌に発表した論文が、電子ジャーナルと
して先に公開されたが、大学では冊子しか購
入していないので学内で論文を見られない。

→学術雑誌の価格上昇により、購入できるタイ
トルの減少は避けられません。

このようなケースが増える可能性もあります。



問題点３
気軽に研究成果を公開できない。

• 学内のサーバでは教室、個人のホームペー
ジを作れません。

• ネット上で大学として業績を公開する場があ
りません。

よその大学の研究成果はGoogleで

ヒットするのに。。



問題点４
出版していない研究成果が

持ちきれない。

• 学会発表などの出版されていない資料は誰
がどこで保存してくれるの？

• 「看護ネット」の今後は？

• 患者さん向けのパンフレットを

作ったけれど、どこにとっておけばよいのだろ
う？





「聖路加リポジトリ」で問題点を解決
• 問題点１ 学内の研究成果を一覧できない。

解決！ 一ヶ所に集めて一覧できます。

• 問題点２自分の論文なのに学内で見られない。
解決！ 著作権上問題のない論文の全文を公開します。

• 問題点３ 気軽に研究成果を公開できない。

解決！ Googleでヒットするような工夫をします。

• 問題点４ 出版していない研究成果が持ちきれない。

解決！ 研究成果を永続的に保存するシステムを作りま
す。



目標達成には皆様のご協力が
かかせません。



目標へのステップ

• ステップ１
現在ある電子図書館の規程見直しを行います。

• ステップ２
業績データベースを公開します。
著作権上問題のない研究論文を公開します。

• ステップ３
博士論文の全文公開をします。

• ステップ４
COE成果物を蓄積し、
永続的な公開方法を検討します。



ステップ３から

• ステップ３：博士論文

–学内のヒアリングを行います。

–公開範囲の検討をします。

–倫理的問題の検討、公開への同意など手
続きをとります。

• ステップ４：COE成果物

–市民向けのコンテンツを重点的に作業

–看護ネットの分析

–コンテンツの蓄積、提供方法を検討



研究者

図書館 出版社など

機関リポジトリ

著作権など確認

データの代行登録
データの確認・加工
システム管理

利用者

業績データを他へ再利用
*CSV形式及び,文献管理ソフトに対応
した形式でデータ取り出し可

検索エンジン
データベースから発見・利用

データベース

論文データを流用登録
業績データ、
研究成果を登録

電子図書館を検索、閲覧

既存の電子図書館でできること

新システムで追加される機能



質問・個別相談

• 随時受け付け

内線：＃＃＃＃

メール：＆＆＆＆＠slcn.ac.jp


